
 

 
１.趣   旨 「もしも災害が起こったら」を想定し、不自由な環境下で自ら考え、工夫して生活をすることを通し

て、自助・共助の重要性を感じ、実践する機会を提供する。また、災害を自分事として捉え、自衛
隊との活動を通して公助について学び、災害時に自分や周囲の人のために考え、助け合いながら行
動できる力を育む。 

２．主 催 独立行政法人国立青少年教育振興機構 国立中央青少年交流の家 

３．期 日 令和８年７月１１日（土）～ ７月１２日（日） １泊２日 

４．会 場 国立中央青少年交流の家 

５．対 象 小学４～６年生の児童 ２０名程度 

６．募集人数 20名(応募多数の場合は初参加の方を優先したうえで、抽選で決定します。） 

７．参 加 費 7,000円（食費計３食、シーツ等洗濯料、傷害保険料、その他事業運営にかかる費用） 

※経済的に困難な状況にあるご家庭のお子さんを対象に、参加費を免除する仕組みを設けています。  
詳しくは事前にお問合せください。 

８. 協 力 陸上自衛隊滝ヶ原駐屯地 

９. 協 賛 能美防災株式会社 

10. 後援（申請中） 御殿場市 御殿場市教育委員会 小山町教育委員会 裾野市教育委員会 

11．日 程 

7月 11日（土） （１日目） 7月 12日（日） （２日目） 

10：00 受付開始 6：30 起床 

10：30 開会式 7：00 朝のつどい 

11：00 出会いのつどい・仲間づくり活動 7：20 朝食（非常食体験：能美防災株式会社提供） 

12：00 昼食（レストラン食） 8：00 テント片付け（荒天：剣道場片付け） 

13：00 自衛隊講話・災害対応シミュレーション 9：00 電気と水道が復旧！ 

15：00 被災に備える準備タイム（野外活動棟） 9：00 火起こし体験 

・テント設営（荒天：剣道場） 10：30 野外炊事：防災カレーライス作り 

・飲み水の確保  など 14：30 振り返り 

18：00 入浴（シャワー棟） 15：00 閉会式 

18：30 電気と水道が止まる！？被災体験スタート 15：30 解散 

19：15 夕食（非常食体験：各家庭から持参） 

20：00 電気が使えず、水も限られた中での生活体験 

21：30 就寝 

 ※活動内容や時間は変更になる場合があります。 

12．申込み締切 及び 申込み方法 

令和８年６月２２日（月） 24時締切   

13. 参加の可否や当日の持ち物などの詳細のご連絡について 

令和８年６月２６日（金）までにメールでお知らせいたします。 

14．申し込みにあたっての注意事項 

（１）本事業では、防災教育の一環として「災害の疑似体験」をします。そのため、１日目の夕食と２日目の朝食は非常

食となり、入浴はシャワーのみで行いますのであらかじめご承知おきください。 

（２）１日目の夕食は、各家庭で事前に準備のうえ持参いただきます。 

15．問い合わせ先 

   国立中央青少年交流の家  担当：郷原
ごうはら

・渡邊
わたなべ

（防災・減災教育キャンプ担当） 

   〒412-0006 静岡県御殿場市中畑 2092-5  TEL：0550-89-2020  E-MAIL：fujinosato@niye.go.jp     

令和８年度 国立中央青少年交流の家 教育事業 

 富士のさと 防災・減災教育キャンプ 開催要項 

【HP掲載ページ】 


